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 医薬・香料原料「光学活性アルデヒド」の効率的合成に成功 

 
 

研究成果のポイント 

 ・医薬品や香料の原料となる「光学活性アルデヒド類」（構造が右手型または左手型のアルデヒドと

呼ばれる種類の分子）を簡便・安価・クリーンに合成する方法を開発。 

・独自の触媒を用い，入手容易なアリルアルコール類（アルコールの一種）から一段階で合成できる。 

・分子の結合の組替え（異性化反応）による 100％無駄のない合成方法。 

・世界で初めて左右どちらの分子もほぼ純粋（99％以上の純度）に合成することに成功。 

・化学系企業（高砂香料工業株式会社）との共同研究により実用化を目指す。 

 

研究成果の概要 

 医薬品や香料の原料として有用な「光学活性アルデヒド類」（構造が右手型または左手型のアルデ

ヒドと呼ばれる種類の分子）を簡便・安価・クリーンに合成する方法を開発しました。独自の触媒を

用い，入手容易なアリルアルコール類（アルコールの一種）から，分子の組替えによる一段階の反応

で合成できます。世界で初めて左右どちらの分子もほぼ純粋に合成することに成功しました。今後，

化学系企業との共同研究により実用化を目指します。 
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研究成果の概要 

（背景） 

 右手を鏡に映すと左手になりますが，右手と左手は重ね合わせることのできない異なる構造を持ち

ます。この似て非なる両者は機能も異なります。例えば，右手と右手は握手できますが，右手と左手

では握手になりません。それと同様に，ナノメートル (10–9 メートル) サイズの分子にも右手型と左

手型が存在し，それぞれ機能が異なります。したがって，医薬や香料となる分子に左右の区別がある

場合には，右手型または左手型分子の一方（光学活性分子）を高純度に合成する必要があります。 

 私達は，医薬品や香料の原料として有用な「光学活性アルデヒド」（研究成果の図 1 参照）を簡便・

安価・クリーンに合成する方法の開発に取り組み，優れた成果を得ることができました。 

（研究手法） 

 図 1 に示すように，私達は「光学活性アルデヒド」を，入手容易なアリルアルコールの結合の組替

え（異性化反応：水素の移動に注目）により合成する計画を立てました。少量用いるだけで反応が進

行する高い活性と，ほぼ完璧に左右を作り分ける機能を併せ持つ触媒の設計と性能試験を行いまし

た。 

（研究成果） 

 様々な構造を持つ触媒を設計し，その性能試験を行ったところ，図 1に示した構造を持つルテニウ

ム（Ru）錯体と水酸化カリウム（KOH）を組み合わせた触媒が，世界 高の性能を示すことがわか

りました。図 1では，右手型「光学活性アルデヒド」合成例を示しましたが，触媒の構造を変えるこ

とで左手型も同様に合成できます。 

 

 
図１ 



 入手容易なアリルアルコールに少量（100 分の 1〜2000 分の 1）の「右手型選択触媒」を加えると，

図１の水色の水素の一つが矢印の部分に移動し，結合の組替えを経て右手型「光学活性アルデヒド」

がほぼ純粋（99％以上の純度）に得られます。移動した水素が紙面奥から結合しています。このとき，

移動した水素が紙面手前から結合する左手型「光学活性アルデヒド」は確認されません（1％未満）。

この方法は，左右のどちらの「光学活性アルデヒド」もほぼ純粋に合成できる世界で も優れた反応

です。また，アリルアルコールの結合を組替えるだけの反応なので，100％無駄がありません。すな

わち，簡便・安価・クリーンな「光学活性アルデヒド」の合成方法です。 

（今後への期待） 

 私達の開発した反応は，アリルアルコールの結合を組替えるだけで，左右どちらの「光学活性アル

デヒド」もほぼ純粋に合成することができます。少量の触媒を用いるだけで反応することができます

ので，簡便・安価・クリーンな方法といえます。「光学活性アルデヒド類」は医薬品や香料の原料と

して有用ですので，今後，化学系企業（高砂香料工業株式会社）との産学共同研究により実用化を目

指します。例えば，図 2に示すように，私達の反応により得られる右手型シトロネラール（光学活性

アルデヒドの一種）は，歯磨き，ガム，タバコ，湿布剤等，幅広い用途に用いられる香料 l-メントー

ルの原料として使用できます。 
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